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公認学童コーチ資格受講·登録管理シ芦テム「PlayBB-members」の

リリ ースについて(通知)

時下ますますご清祥のこと とお慶び申し上げます。

木連盟では、 学童部指導者の指導力向上を目 的に運用を行っており ますr公認学童コ

ーチ」資格がweb上での受講と資格認定までが可能と なる公認学童コーチ資格登録管

理システム「PlayBB·member8」をI刃31日にリリ ース致します。

リリ ースの目 的については、学童部指導者の指導力の向上と2024年シーズンよ り公

認学童コーチ資格有資格者義務付け対応を行うにあた り、 新型コロナウイルス感染拡大

の影響を受け、支部では集合形式の講習会開催を予定通り 開催する ことが、 困難の状況

を鑑みweb上での受講を可能とするものです。

つき ましては、システム概要とweb上での受講か ら資格登録までの手続き方法につ

いて、下記の通り 、ご通知致しますので、貴支部において特に学童部チーム指導者への

通知をお願い致します。なお、 本システムリ リースにより 、従来の支部開催での集合形

式の講習会開催を妨げるものではあ りませんこと を申 し添えます。

以上、何卒よ ろし くお願い致します。

記

公認学童コーチ資格登録管理システム「PlayBB-members」概要

システム名:PlayBB-member8(http8·角)1aybb·membersjp/)

システム内容:·公認学童コーチ資格の新規受講

·有資格者のリ フレ ッシュ研修の受講(今後、システム内に搭載予定と なり ます。)

·有資格者の登録管理ならびにマイページ取得

操作方法:下記に操作マニュアルを掲載していますので、案内に したがってお手続きをお

願い致します。なお、 操作マニュアルはリアルタイムでの更新の可能性を含む



ことから紙媒体でのご提供はありません。サイト内に掲載のマニュアルをご

確認下さ い。

①会員新規登録に係る操作マニュアル

ht s:/y la bb-member&nf·su orL' /member/manual/manuaF365/

②公認学童コーチ講習会(web)受講 申込に係る操作マニュ アル

h 8W la bb-member8.nFsu ort.'/member/m皿ua亅/manuaト425/

③講習会(eラーニング)受講手順の操作マニュアル

ht sy/la bb·membersJFsu ortご/member/manual/manual-462/

④資格登録申請に係る操作マニュアル

ht 8:// la bb·member8.nf·su ort."/member/manual/manual-410/

費  用:システム登録に関する費用は無料です。

は 別途発生します

登録番号:登録管理システム「PlayBB-members」の リリ ース に関連して、 瓢存の公認学、

童コーチの登録 号が·ヽ更となります。

これまでの登録 号は7iの数字によるものとしておりましたが ーたに9

iのアルファベット十数字の有資格者番号にて管理を行います。

お問合せ:①資格情報に関する内容

一公益財団法人 全日本軟式野球連盟(担当:吉岡)

℡:()3-3404-8831 メール:yoshioka@jsbb. or。jp

②システム内容及び操作方法に関する内容

下記1JRLよりヘルプデスクまでお問い合わせください。

受付時間:11:00~13:00 14:00~16:00 平日(祝日 を除く)

htt s:// 1a bblembers. /in uir in ut

※メ ールのみのご対応 とな りますのでご了承 くだ さい。

以上

事務担当者:吉岡大輔 ℡:03-3404=8831 メール:ygshioka@.jsbb. or. jp
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(趣旨)

第1条

第1章 総則

次世代を担う学童部競技者が、 野球に親しみ、安心して競技力向上とスポーツ障

害などに影響されるこ とな く、 競技にあたる ことができる よう 、公益財団法人全

日本軟式野球連盟(以下 「全軟連」と いう)は、 公認指導者制度を設ける。

(目的)

第2条 本制度は、次の事項の達成をはかる こと を目的とする。

(1)多様なニーズに対応できる指導者を一貫カリ キュ ラムによ り養成し、その指導

力の向上をはかる こと。

(2)軟式野球競技のすそ野を支える学童部の指導者と して生涯にわたり 競技者の健

全な精神 と人間力 を育むこ と。

(3)指導者の位置付けと役割に応じた指導者ライセンス認定を行い、社会的信用を

確保する こと。

(指導者資格の義務化)

第3条全軟連、都道府県軟式野球連盟(以下 、「都道府県支部」と いう)及び都道府県末端

支部に登録するチームの学童部の監督は、資格保有者であるこ と。 ただ し、 監督が

資格を保有していない場合においては、 同一チーム内の代表者、コーチ、マネージ

ヤー等でベンチ入りするこ とになる者の うち最低1名が保有している こと。なお、

義務付けする資格および講習会は次の通りとする。

(1)日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に規定 される資格

(2)「一般財団法人全日本野球協会(以下、BFJという)」.「一般社団法大日本野

球機構(以下、NPBという)」が主催する 「野球指導者講習会Baseball

Coaching Cnnic (以下、BCCという)」のうち、履修証明書保有者

(3)日本野球協議会野球指導者資格の基礎I(仮称)受講修了者

(4)全軟連が養成する指導者資格と しての公認学童コーチ

第2章 資格

(公認学童コーチの養成)

第4条 都道府県支部は公認学童コーチの資格取得のため、養成講習会を実施する。

(1)公認学童コーチ養成のため、都道府県スポーツ少年団等と調整の上、認定員も

しく は認定育成員養成講習会を兼ねて開催するこ とは差し支えない。



(指導者資格の検定及び審査)

第5条 全軟連は、都道府県支部が主催する講習会を修了 し、 主催団体において適格と認

められた者に対し、資格認定を行う。

(資格取得に係る免除制度)

第6条 公認学童コーチの取得希望者と して、日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度

に規定される資格保有者、「BFJ」·「NlPB」が 主催する「BCC」の対象カリ キュラ

ムを受講 した者(履修証明書保有者)に対 し、 資格取得のための追加講習の受講を

免除する。

2)本規定第4条に定める指導者資格の取得希望者として、 全軟連が認めた者に対

し、 資格取得のための追加講習の受講を免除する。

(養成講習会の受講資格)

第7条 公認学童コーチの講習及び検定、審査を受けるには、 以下の要件を満た していな

ければならない。

1)受講する年の4月1日現在、満18歳以上の者。

2)スポーツクラブ及びスポーツ少年団等において、 野球競技の指導にあたってい

る者、または今後指導者になろ うとする者。

第3章 指導者の認定、登録及び更新

(登録及び更新)

第8条 公認学童コーチの認定、登録及び更新は下記のと おり とする。

(1)講習及び検定の後、適正と認めた者は、 全軟速への登録手続き を行 う。 全敏連

は公認学童コーチとして「登録証」 を交付し、登録名簿に登載する。

(2)公認学童 コーチの有効期限は4年間 とし、本資格を更新し よう とする者は資格

有効期限が切れる6か月 前ま でに、全敏速または都道府県支部が定め るリ フレ

ツシュ研修を受けなけれぱならない。

(3)BCCの修了者の公認学童コーチの認定、 登録は下記の とお りと する。

①BCC修了者に対して、BFJ及びNPBより 交付 される「履修証明書」 及び

「申請書」を全敏速宛に提出し、全敏連が承認するこ とで公認学童コーチとし

て認定される。

(認定のための講習会および受講料)

第9条 指導者資格取得を希望する者は、次の科 目を受講 しなければな らない。

(1)基礎理論 7時間

(2)実技   3時間

(3)受講料は、主催する支部が定め る。



(資格更新のためのリフ レツシュ研修)

第10条 指導者資格を更新しよ うとする ものは第9条(2)項に定める研修と して、以下

の研修会を受講しなければならない。

(1)全敏速が主催する成長期のスポーツ障害予防指導者講習会

(2)都道府県支部が主催し、全敏速が認めた講習会も しく は研修会

(3)その他全敏速が認めた講習会も しく は研修会

(登録)

第n条全軟連がライセンスを認定した指導者は、 全軟連に登録しなければな らない。

(登録有効期間)

第12条登録の有効期間は、4年間とする。

(登録料)

第13条L登録料は以下のと おり とす る。

(1)公認学童コーチ:500円/1年間

2.登録料の納入方法は、 全敏速が別途定めるものと する。

(登録抹消手続き)

第14条登録を抹消する場合には、本人から所定の退会申請または全敏速が指定する方法

によ って申し出る もの とする。 その際、 登録料の返金は一切行わない。

第4章 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格の取得

(日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格の取得)

第15条本規定第4条に定める資格保有者のう ち、 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者

制度で定める次の資格取得を希望する者に対 し、 専門科目 カリ キュ ラムの一部を

免除する。

(1)日本スポーツ協会公認コーチ3

(2)日本スポーツ協会公認コーチ1

第5章 指導者及び加盟チームの義務

(公認指導者の遵守義務)

第16条公認指導者は、 次の事項を遵守しなければならない。

(1)全軟連の諸規程を遵守すること。

(2)選手個々の権利、 尊厳及び価値を尊重し、平等に対応する こと。

(3)選手が自 分自身の行動に対 し、 自ら の判断で行動でき るよ う指導するこ と。



(4)暴力·暴言を用いての指導を行わない こと 、ま た暴力·体罰·ハラ スメ ント

根絶の努力を継続する こと。

第6章 附則

(要領の改廃)

第17条こ の要領は、理事会の議決を経て改廃する こと ができる。

附則 この要領は平成30年4月20日よ り施行する。

この要領は平成30年12月11日よ り施行する。

この要領は平成31年4月9日より施行する。


